
 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【今回使用した写真は全て相双教育事務所のデジタルカメラで撮影したものです】 
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○日 時：令和７年１２月６日（土）１３：００～１６：００ 
○会 場：南相馬市民情報交流センター 
○内 容：実践１：フラグフレーズ体験 

実践２：リアルタイムフラグフレーズ 
○講 師：作 家  竹内 真 氏  
○参加者：１３名（中学生２名 教員２名 学校司書１名 図書館司書１名  

読み聞かせ団体１名 行政職員１名 講師１名 事務局４名）                             

 本研修会は、７月３０日に発生したカムチャツカ地震による津波警報のために、途中で終了してしまった研修

会を補完するために行いました。 

◆実践 1：フラグフレーズ体験 
「フラグフレーズ」は、竹内さんの小説、図書館シリーズに登場させようと考案された

ゲームで、高校の図書館でビブリオバトルが始まったら、一人の少年がそれに飽き足ら
ずに考案したという設定になっております。 

 フラグフレーズの特徴は、本を読み込んでいなくとも参加できる読書会ゲームであると

いうことです。各ステージごとに投票していくため、多くの参加者が認められる場面があ

ります。また、フラグ質問を通して、考えたり、話し合ったりすることで、いつの間にか

紹介された本に興味を持ってしまいます。この興味こそが読書への意欲付けになります。 

 さて、今回のフラグフレーズには、中学生から８０歳を超えた方までの幅広い年齢の方が集まってくれました。

夏の研修から引き続き参加してくれた方、ビブリオバトルの地区チャンピオン、学校の先生、読書支援ボランティ

アの方と立場もそれぞれで、普段はなかなか交わらない人の交流でした。 

 それぞれが選んできたフレーズは、一読しただけではどのような作品なのかは分からないので、様々な解釈をす

ることができ、ゲームの中ではその都度、選ばれるフレーズが変わっていきました。最後に書名を種明かしするの

ですが、その頃にはどのような本なのか本当に興味が湧いてきています。感想にもありましたが、「他の人が選ん

だ本も読んでみたくなりました」とあるように、読書への興味が湧くゲームでした。 

 

◆実践２：リアルタイムフラグフレーズ 
２戦目は、研修会場に市立図書館が併設されているということで、その場で本を見つけ、その本の中からフレー

ズを探してゲームを行うという「リアルタイムフラグフレーズ」を行いました。フラグフレーズには「自由本」と

「課題本」という分類があるのですが、今回は「課題本」として行いました。課題は事前に「恋愛フレーズ」と決

めていたので、参加者の皆さんにも、それぞれのイメージする恋愛フレーズを探してもらいました。 

しかし、何十万冊という蔵書の中から１つのフレーズを見つけるのは大変です。そこで、図書館司書の力をお借

りしました。図書館のレファレンスサービスを、初めて体験できた参加者もたくさんいました。 

探す時間は、２０分足らずという短い時間でしたが、全員がかつて読んだ本や、読んだことのない本から思い思

いのフレーズを見つけてきて、ゲームを行いました。読んだことのある人の紹介は深いものでしたが、読んでもい

ないのに紹介する人も想像力を働かせて話していました。本当に初めてなのかと驚くような紹介もありました。

「自分の想像とは違う解釈を他の方がしていて、とても面白かったです」という感想もあるように、楽しくおしゃ

べりができるゲームでした。その様子からすると、学校の図書室でも開催できそうです。 

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆研修を通しての振り返りや感想 
１ フラグフレーズ体験会について（学びや感想） 
・本好きな人だけでなく、これまで本に親しみがなかった人にも同じステージ

で語りあえるのが、すてきだなと思いました。 

・内容を理解するまで時間がかかりました。何回か体験を重ねたいと思います。 

・簡単で分かりやすく、誰にでも出来るゲームで楽しかったです。 

・質問によっていろいろな想像ができるのが楽しかったです。また、こんな本

を読む人はこんな考えをしているのか、本1つで話が弾むことや、目の前の

人についても知ることができて、とても良かったです。 

・初めてだったけれど、ルールも簡単でよりたくさんの人と関わることができて、とても楽しかったです。知っ

ている本について語るのも、知らない本について語るのも、どちらも良さや難しさがあって、面白かったで

す。学校や家でもやってみたいです。 

・ステージによって選ばれるフレーズが変わるので、それもすてきだと思いました。 

・ビブリオバトルに比べると、ハードルが低く、誰でも取り組みやすいと感じました。 

・また体験したいです。「本は宝です」という先生のお話も良かったです。 

 

２ リアルタイムフラグフレーズについて（学びや感想） 
・読んでいない本でも楽譜の解説でも、歌詞でもフレーズになるその手軽さと、即興性がいいなと思いました。 

・２回戦のテーマ（恋愛フレーズ）にはびっくり！ 

・司会としての立場でしたが、楽しく参加させていただきました。 

・私は読んだことのない小説を紹介しましたが、自分の想像とは違う解釈を他の方がしていて、とても面白かっ

たです。 

・恋愛という縛りや、２０分という時間の中で本を選んでフレーズを見つけてと、面白く充実した時間を過ごせ

てとても楽しかったです。他の人が選んだ本も読んでみたくなりました。 

・その場で選ぶというのも、気楽で楽しいと思いました。 

・読んだことのない本からでもフレーズを探してゲームになることは楽しいものでした。 

 

３ フラグフレーズとビブリオバトルについて【ミニ講話】（学びや感想） 
・ビブリオバトルは難易度が高い…というのを分かっているので、もっと簡単に親しめるゲームがあればよいな

と思っていたので、とても勉強になりました。 

・フレーズからいろいろな質問ができたり、班の内容を知らなくても紹介できたりする点で、もっと友達に薦め

て、読書友達を増やす手段ができたなと思い、嬉しかったです。 

・フラグを選ぶだけだと、気楽で良いなと思いました。 

・時間が足りなかったので、もう少しじっくりお話を伺ってみたいです。ビブリオバトルとの違いを知ることが

できました。 

・いろいろな人たちの思いなどを聞きながらの意見交換が楽しかったです。 

 

４ 研修会への意見、要望、感想等 
・「読書が宝探しになる」という竹内先生のフレーズが、まさに読書の豊かさにつ

ながっていくと思いました。１２月、冬休み前に司書の先生と取り組みます。 

・友達を誘いたかったです。もったいなかったです。 

・リアルタイムフラグフレーズで本を探す時に、借りたい本が決まっているいつもより、いろいろないつもは読

まない本も手に取ってみようと思ったので、新しい図書館での本の選び方が発見できました。 

・参加する前は、不安や緊張もありましたが、同じ本が好きという部分だけでなく、仲良くすることができて、

人とも本とも出会えて、来て良かったと思いました。また機会があれば、よろしくお願いします。 

 

まとめ 
 高校生の不読率の高さはまだまだ課題です。読み聞かせやビブリオバトル、ブックトークやストーリーテリン

グ等、学校司書の皆さんや読書活動ボランティアの皆さんは、日々様々な仕掛けを子どもたちに提供して下さっ

ています。読書のイベントに、どの方法が優れているとはありません。開催する側も参加する側も負担が少な

く、子どもたちが興味を持てそうなイベントの一つとして、今回開催したフラグフレーズもなり得るかもしれま

せん。興味のある方は、竹内先生に連絡してみてください。 

竹内真氏 note： https://note.com/kurobey286/n/n91e165a6ea39 

   

https://note.com/kurobey286/n/n91e165a6ea39


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  作 品 ・ 出 典 名 著作者名 

フ
ラ
グ
フ
レ
ー
ズ
第
一
ゲ
ー
ム 

1 水車小屋のネネ 津村 記久子 

2 プリズン、ブック、クラブ アン・ウォームズリー 

3 ええところ くすのき しげのり 

4 さがしています アーサー・ビナード 

5 あるかしら書店 ヨシタケシンスケ 

6 錆喰いビスコ 瘤久保 慎司 

7 図書室のキリギリス 竹内 真 

8 本日は、お日柄もよく 原田 マハ 

9 ＳＮＳ時代のメディアリテラシー 山脇 岳志 

10 国宝 吉田 修一 

11 グーニーズ ジェイムズ カーン 

12 か「」く「」し「」ご「」と 住野 よる 

リ
ア
ル
タ
イ
ム
フ
ラ
グ
フ
レ
ー
ズ 

1 なぜあなたは「愛してくれない人」を好きになるのか 二村 ヒトシ 

2 愛のあいさつ（楽譜） エルガー 

3 古今和歌集 小野小町 他 

4 Love letter～私への手紙～ くすのきしげのり 

5 ありったけの思いを伝えるための感情ことば選び帖 学研辞典編集（編） 

6 蝶々結び（歌詞） 野田 洋次郎 

7 イーヨくんの結婚生活 大山 淳子 

8 夜は短し歩けよ乙女 森見 登美彦 

9 真夜中の果物
フルーツ

 加藤 千恵 

10 トランヴェール１２月号 渡辺 明日香 

11 怪談（雪女） ラフカディオ・ハーン 

   

今回の参加者の皆さんが選んだ作品や出典です。第１ゲームは事前に準備してきたの
で、推し本や気になる本から選んだようです。いま話題の『国宝』や絵本『ええとこ
ろ』、懐かしの『グーニーズ』とバラエティー豊かな選書でした。また、『ＳＮＳ時代
のメディアリテラシー』のような、情報科学の本からのフレーズもありました。 
次に行ったリアルタイムフラグフレーズでは、図書館で本を探し、その中からフレー

ズを見つけました。恋愛フレーズというお題もあったため、図書館司書さんに手伝って
もらった方もいましたし、歌詞の中から選ぶ方もいました。図書館には本だけではなく
ＣＤやＤＶＤもあり、選択の幅はとても広いものでした。その他、『古今和歌集』や
『トランヴェール』等、ありそうでなかった出会いもありました。 
３時間の研修会でしたが、２０冊以上の本と出会うことができました。慣れてくると、本を読みながら「この

フレーズを紹介したいな」と思えるようになってきます。読書活動のきっかけとなることは間違いありません。
ぜひ、皆さんの職場や町、学校などで開催してみてはいかがでしょうか。 


